
 実践発表
　　 日吉津村中学生サークル「Sparkle Bulbs」
　　 境港新青年団発足プロジェクトWakey！
　　 こっちの大山研究所

令和5年度とっとり県民カレッジ講座（市町村連携）

要申込･無料
定員100名

講演会

自己紹介で「つながり」づくり

9．30土

鳥取県立生涯学習センター（県民ふれあい会館）　〒680‐0846 鳥取市扇町21
TEL：0857-21-2331　FAX：0857-21-2267　MAIL：manabi＠fureaikaikan.jp

【主催】鳥取県立生涯学習センター　　　【共催】西部地区社会教育担当者研究協議会

講 師 山崎　亮さん コミュニティデザイナー
（ studio-L 代表、関西学院大学 教授）

やま　ざき りょう

共に学び、支え合うコミュニティ
　　　　　　～社会的にも幸せであるということ～

日　時

対　象 会　場

申込期間 8月8日火～ 9月19日火 ※ただし、手話通訳・要約筆記及び託児については9月15日（金）まで

どなたでも

申込フォーム

鬼の館（西伯郡伯耆町宇代891）〈駐車場あり〉

①会場での受講➡右のQRコードからお申込みいただけます。
　または、裏面の申込用紙に必要事項を記入し、持参・ＦＡＸ・電子メールのいずれかでお申込みください。（電話も可）

②YouTubeによるライブ配信➡申込は必要ありません。
　※配信は、講演会と実践発表のみ。右下のQRコードから視聴可（２週間のアーカイブ配信あり）

自分も地域もごきげん！
これからの「つながり」づくり 受講者募集

【申込・問合せ】

参加者みんなで交流

13：00～16：30
（受付開始12：30～）

受
講
方
法



　住民主体のまちづくりには、「個人」の多様な幸せだけでなく、「他者」と「地域と社会全体」がよい状
態であるという「ウェルビーイング」の視点が重要です。

コミュニティデザイナー。社会福祉士
1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学大学院修了。博士（工学）。建築・ランドスケー
プ設計事務所を経て、2005年にstudio-Lを設立。地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュ
ニティデザインに携わる。まちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型の
パークマネジメントなどに関するプロジェクトが多い。著書に『コミュニティデザインの源流（太田出
版）』、『地域ごはん日記 おかわり（建築ジャーナル）』などがある。

日吉津村に住む中学生20人で構成されるサークル
で、自分たちのやりたいことに一工夫することで、
地域の方とつながりながら一緒に村を元気にすることを目標に
活動している。昨年度は、縁日や地元の食材を使ったピザづく
り、ｅスポーツ大会などを開催し、地域の方に喜んでいただい
た。今年度も、村をますます元気にする楽しい活動を行う。

「境港を若者の力でもっと元気に」と、境港にゆかり
のある学生や若手社会人が気軽に集い、「やってみた
い」のアイデアを実現できるコミュニティを作りたい！と考
え、昨年４月に発足。できる範囲で、できることから。「まず
は」の一歩を積み重ね、境港を思いきり楽しもう。そんな気持
ちで活動中。団員は現在10人。境港の中高生に対しイベント
などを行う。

毎年秋に開催するイトナミダイセン藝術祭を中心と
して、大山周辺地域を拠点にイトナミに根差した
アートプロジェクトを企画・主催。昨年は、12柱の巨大ウッ
ドサークルを建てるなど、古代の叡智から宇宙の深淵まで尽き
ることのない好奇心で創造性の源を探究し続けている。10年の
活動を通して、国内外から人が訪れる藝術文化の発信地の1つ
となっている。

講 師 著書一覧 YouTube山崎　亮さん （ studio-L 代表、関西学院大学 建築学部 教授）

共に学び、支え合うコミュニティ～社会的にも幸せであるということ～
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この講座での出会いを大切に、会場で友だちになろう！参加者みんなで交流
自己紹介で「つながり」づくり 大下　真史さんファシリテーター／南部町教育委員会事務局

おお した まさ　し

９/30（土） 地域を育む「ウェルビーイング」申込用紙

ご記入いただいた個人情報は、本講座に関する事務にのみ使用します。講座内容等は変更の可能性があります。

こっちの大山研究所

境港新青年団発足プロジェクトWakey ！

日吉津村中学生サークル「Sparkle Bulbs」
13：00～

14：40～

15：55～

お　名　前
ふりがな

電 話 番 号

電子メール

ご持参
ください
（任意です）

さしつかえなければ、ご持参ください。
①名刺（ボランティア活動や地域活動についてのものがあれば、なおGood !! ）
※交流時に参加者に渡して交流を深めていただきます。
②活動紹介やイベント案内のチラシ等
　活動をどんどんPRしてください。会場に設置し、参加者に持ち帰っていただきます。

そ　の　他
□を記入してください。

□託児　　人数（　　　　）名　　年齢（　　　　）才　※詳細については後日、県立生涯学習センターから　ご連絡させていただきます。

□手話通訳　　□要約筆記　※手話通訳・要約筆記は、講演会と実践発表のみ✓


